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　江戸時代末の文久 3年（1863 年）に薩摩藩が建設した「
しき ね

敷根火薬

製造所」は，水車の動力で
いしうす

石臼などを動かし火薬を生産していまし

た。幕末の日本において“最新・最大級”を誇った施設でしたが，

西南戦争の最中，明治 10 年（1877 年）に鹿児島に攻め込んだ政府

軍の手によって破壊され，わずか 14 年でその歴史に幕を下ろしま

した。

　 へ

の
どうすい ろ

導水路，原料
ふんさい

粉砕

（２・３ページに関連記事）
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　平成 27 年 8 月 29 日 ( 土 ) に， 表紙で紹介した敷根火薬製造所跡で現地説明会が開かれました。 当日はあい

にくの雨にもかかわらず， 220 名という多くの方が見学に来られ， 幕末に造られた火薬工場に思いを
 は

馳せていまし

た。 ここでは， その遺構について詳しく解説します。

　敷根火薬製造所跡の発掘調査は，今年度からはじまった

「かごしま近代化遺産調査事業」に伴う調査です。今年 7 月

に「明治日本の産業革命遺産」として本県では「旧集成館」

「寺山
すみがま

炭窯跡」「
せきよし

関吉の
 そ すいこう

疎水溝」が世界文化遺産に登録され

ましたが，この他にもわが国の近代化の
いしずえ

礎　を
きず

築いた様々

な産業遺産が存在します。しかし，その多くは未調査で詳

細が不明瞭なままとなっています。そこで埋蔵文化財セン

ターでは，それらの遺産を考古学的に調査し，近代化遺産

の実態解明を目指す第一弾として，敷根火薬製造所跡の発

掘調査を実施しました。

　敷根火薬製造所跡は，鹿児島市稲荷町にあった
たき の かみ

滝ノ上火

薬製造所の
ぶんきょく

分 局 として文久 3 年（1863 年）に，薩摩藩の

集成館事業の一環として設置され，他藩に
さき

先んじた近代化

の中核をなすものと位置づけられます。導水路により高橋川の水を引き込み，8 基（推定）の水車動力を

駆使して年間 24 トンの火薬を生産していたとされています。明治 4 年（1871 年）の廃藩置県以降は政府
ちょっかつ

直轄となっていましたが，西南戦争が
ぼっぱつ

勃発したため，西郷軍への弾薬補給を分断する目的で政府軍によっ

て明治 10 年（1877 年）3月 10 日に焼き払われてしまいます。

　現在は，その跡地の多くが水田となっていますが，当時のものと考えられる石垣があちこちに残ってお

り，水車への導水路の一部は，農業用水路として現在も利用さ

れています。
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　水車で使用したと考えら

れる 3 個の石臼が見つかり

ました。直径が約 60cm，高

さが約20cm。同様のものが，

敷根東集会所に 6 個保管さ

れています。

1

3
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　第二水車への導水路部

分で，地表から 50cm 下

で約 60cm 幅の石が見つ

かりました。水路の底部

と考えられます。一部は，

塩ビ管やコンクリートで補修されており，戦後，

この場所が
たん ぼ

田圃として耕作されていた時期まで，

この導水路は使われていたようです。

3

堰堤

2 落水口落水口落水口

　木立の間に石垣と落水口があります。この場所に第一水車があったと考え

られています。
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えんてい

堰堤から取り入れられた水は，導

水路を通って落水口へ向かって流れ

ていきます。
※現在の導水路はコンクリート製に
改造されています。

　落水口は，水路の底部

から約 4ｍ，幅が約 1.5ｍ

です。左右の石垣は
ぎょうかい

凝灰　

がん

岩でできていて，上部に

丸太のようなものを渡し

たと考えれるほぞ穴が２

つあります。下は水が流

れていない状態です。

　③の導水路は石

垣に沿って作られ

ており，高橋川へ

の放水口につながっています。放水口の

直前の石垣に板を入れたと思われる溝が

あり，この部分から第三水車へ水を分岐

していたと考えられます。
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　第三水車への落水口があったと思われる石垣は，石の積み方が三種類（矢印の部分）あります。こ

れは，積んだ時期が違うことによるものと考えられます。また，右端は戦後に石垣等の石材を利用し

て作られた炭窯跡で，長径 3.6ｍ，短径 3.4ｍのほぼ円形で内側と外側の 2段構造になっています。
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　今年度，発掘調査が行われている，

県立埋蔵文化財センターと (公財 )

埋蔵文化財調査センターの発掘調査

成果の一部を紹介します。

県立埋蔵文化財センターの発掘調査…

（公財）鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センターの発掘調査
…
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　薩摩川内市街部改修事業（大小路地区引堤）及び都市

計画道路
ちゅうごう ご だい

中郷五代線の建設に伴い高野木遺跡の発掘調査

が行われました。今年度は，
 が しつ

瓦質土器や薩摩焼 (17 世紀

後半 ) を伴う近世の土坑が検出されました。さらに，掘

り下げを進める中で
うね ま じょう

畝間状遺構が長さ 50ｍ( 幅 20ｍ程 )

にわたって検出されました。畝間状遺構の埋土中に遺物はなく，はっ

きりとした時期は不明ですが，土坑で畝間の一部がこわされているこ

とから，土坑の時期より古い時期のものと考えられます。中・近世の頃，

川内川沿いで農業をしながら暮らす人々の様子が思い浮かびます。

～
たか　の　き　

高野木遺跡（
さつ  ま せんだい

薩摩川内市）～

中 ・ 近世の
せんだい

川内川沿いで…

近世の土坑

畝間状遺構

 

 京の塚遺跡では，縄文時代前期末～中期初め頃（約 5,000 年前）のもの

と考えられる 200 基を超す土坑群とともに，土器，石器

（
せきぞく

石鏃・
いしさじ

石匙など）が多量に出土しています。土器のほと

んどは
ふかうら

深浦式土器とよばれるものです。この時期の遺物が

これほど充実して発見された例は少なく，今後の研究に新

たな資料を追加することになると期待されています。

～
きょう     つか

京の塚遺跡（鹿屋市）～

 そうしょくひん

装飾品？それとも
さ い　し

祭祀用？

遺跡全景（空中撮影）

　知覧飛行場跡は，南九州市知覧町の標高約 140ｍの

広々としたお茶やサツマイモ畑が広がる平坦地にあり

ます。飛行場の建設は，昭和 16 年（1941 年）7 月 19

日から 8 月 30 日まで行われました。周辺の旧制中学校

生 ( 現在の高校生 ) と知覧町内の小学生や大人たちが

建設に参加しました。今のような建設機械がなかったため，人力で高

い場所の土を
けず

削り，低い場所へトロッコで運ぶ作業をくり返しながら，

滑走路を含む飛行場建設が進められました。

　1942 年に陸軍飛行学校の分教所になり，多くの少年航空兵が飛行

機の操縦を学びました。1945 年からは，特攻機の出撃基地となり 400

名を越える
とうと

尊い命が犠牲となりました。

　発掘調査では，飛行場の周囲に作られた溝跡とコンクリート製の
ちんでんいけ

沈殿池 ，飛行機を
かくのう

格納していた
えんたいごう

掩体壕 から飛行場までの誘導路

跡（両側の
そくたいこう

側帯溝）が見つかり

ました。コンクリート製の沈殿

池からは，飛行機の翼の一部と

思われるジュラルミンの破片が

出土しました。誘導路跡は幅が

20ｍもありました。

～
 ち  らん ひ  こうじょうあと

知覧飛行 場 跡（南九州市）～　

悲劇の舞台となった飛行場跡

発掘作業風景

沈殿池から発見された沈殿池から発見された
ジュラルミン破片ジュラルミン破片
沈殿池から発見された
ジュラルミン破片

誘導路の側帯溝跡（矢印）

　遺跡から北西に約 1.5 ㎞ほど離れた場所に，米

丸マールという約 8,000 年前に噴火した火口があ

ります。その噴出物が木佐木原遺跡に数メートル

積もっており，コンクリートのように硬く，
がんばん

岩盤

となっています。噴出物の層より上には，人々の生

活の痕跡が広がっており，縄文時代中期末（約 4,500 年前）の遺物が多数出土しました。米丸の噴火と遺

跡の主体となる時期には約 3,500 年の差があります。この間，人々はどこへ行ったのでしょうか？

～
 き   さ   き  ばる

木佐木原遺跡（姶良市）～　

 驚異の硬さ！
よねまる

米丸マールの噴出物
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マママママママ ルルマママ丸丸丸丸丸丸マールルル

発発 場場場場場場場場

米丸マール

発掘現場

　7 月から 8 月にかけて， 多くの発掘現場で見学や発掘体験などがあり

ました。 木佐木原遺跡でも小学生の発掘体験が実施され， 遺跡の

説明を聞くだけではなく， 実際に発掘をして土器などを発見することで大きな喜びを

感じていたようです。 もしかしたら， 参加した子どもたちの中から未来の考古学者が

誕生するかもしれません。 土器などの遺物を発見したときの喜びは， 体験した人しか

わからない素晴らしい思い出になります。 機会があればぜひ参加してみてください。



  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県教育委員会（http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/）

または，上野原縄文の森(http://www.jomon-no-mori.jp)からお入りください。
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検　索上野原縄文の森

クリック

　学校の先生方を対象とした「フレッシュ研修」「パワー

アップ研修」と，市町村教育委員会の職員の方々を対

象とした「埋蔵文化財専門職員養成講座」が７・８月

に行われました。鹿児島の文化や遺跡に関する講義は

もとより，センター内で注記や水洗などの整理作業や木佐木原遺跡 (姶良市 )での発掘調査，上野原縄文

の森での火起しや
くんせい

燻製卵作りなどいろいろな体験を通して，これからの授業や業務に生かせる知識やヒン

ト等を見つけられたのではないかと思います。

☆久しぶりに歴史について学びました。鹿児島にいて鹿児島の歴史について，まだまだ知らない事があるんだと思

うと同時に，知ることがとても楽しく「もっと知ろう！」と思いました。

☆発掘現場では実際に発掘作業を体験させていただき，作業の大変さと緊張感を感じた。実際に土器の破片が出て

きたときの嬉しさがとても大きく，もう少し長い時間，発掘作業の体験を行いたいというように感じた。

☆水洗い・注記体験では貴重な遺物に触れることに始めは緊張しましたが，無心になるくらい楽しい体験をさせて

いただきました。

☆発掘においては，今後，現場を持ち，報告書を作成することがあるので，埋蔵文化財センターと連携をとりなが

ら進めていきたいと思う。また中級，上級の講座にも参加していきたい。

感想 ( 抜粋 )

　8月3日～5日の3日間，埋蔵文化財センターではインターンシップを実施し，

中学生と大学生の各 1名が参加しました。インターンシップ事業は，県教育委

員会の「未来を
ひら

拓くキャリア教育推進事業」の一つとして，今年度は県内 64 事業所で 7 ～ 8 月に実施さ

れています。研修とは異なり，センターのいろいろな業務に実際に取り組んでいくもので，整理作業の土

器の水洗いや拓本だけではなく，情報処理室や図書室の業務の補助等も職員と一緒に進めました。また，

3 日目は発掘現場で，終日，

発掘作業に携わりました。

初めての体験ばかりの 3 日

間で非常に疲れたようすで

したが，これからの学校生

活や進路選択などにきっと

役立つことでしょう。

　県立埋蔵文化財センターでは， 児童 ・生徒 ・学生をはじめ，

教職員や市町村の専門職員の皆さんを対象とした研修や体験

学習を開催しています。 残念ながら， 今年は埋蔵文化財専門

職員講座 (中級 ) が台風のため中止になりましたが， これまで

にたくさんの方が来所され， 多くのことを学ばれました。
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